
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
、「
糟
屋
郡
須
恵
村
」を

検
索
し
た
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
前

回
の
７
０
９
件
に
対
し
、
今
回
は

７
４
１
件
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　
前
回
の
報
告
後
に
気
付
い
た
こ
と

が
一
つ
あ
り
ま
し
た
。
１
９
８
３
年

３
月
、町
制
施
行
30
周
年
記
念
で
出

版
さ
れ
た『
須
恵
町
誌
』が「
送
信
サ
ー

ビ
ス
で
閲
覧
可
能
」と
し
て
提
供
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
す（
図
❶
）。「
送
信

サ
ー
ビ
ス
で
閲
覧
可
能
」と
は
、
国

会
図
書
館
で
利
用
者
登
録
を
し
た
後
、

ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
で
、本
来
は
福
岡

県
立
図
書
館
に
行
き
、備
え
付
け
の

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
し
か
閲
覧
で
き
な

い
図
書
を
、自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
私
が
そ
も
そ
も
須
恵
町
の
歴
史
を

調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、今
か

ら
40
年
以
上
前
に『
須
恵
町
誌
』の
編

さ
ん
に
携
わ
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

『
須
恵
町
誌
』に
つ
い
て
は
ま
た
別
に

取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。『
須
恵
町
誌
』は
役
場
で
購
入

で
き
ま
す
。
ま
た
今
年
は
昭
和
28
年

（
１
９
５
３
年
）の
町
制
施
行
か
ら
70

周
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
引
用
史
料
中
の
糟
屋
・
粕
屋
の
混

用
は
元
の
ま
ま
で
す
。
ま
た
、句
読

点・濁
点
を
補
っ
て
い
ま
す
。

● 

高
野
江
基
太
郎『
日
本
炭
礦
誌
』

　 （
積
善
舘
支
店
発
売
、
明
治
41
年

９
月
28
日
発
行
）

　
高
野
江
基
太
郎
は
福
岡
の
人
で
、

他
に
も『
門
司
港
誌
』・『
筑
豊
炭
鉱

誌
』・『
儒
俠
亀
井
南
冥
』な
ど
の
著
作

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず「
炭
山
別
出
炭
高
」の
一
覧
を

見
る
こ
と
に
し
ま
す
。
福
岡
県
の
内
、

粕
屋
方
面
に
31
の
炭
鉱
を
上
げ
て
い

ま
す（
１
６
４
ペ
ー
ジ
）。
た
だ
し
粕

屋
方
面
に
は
糟
屋
郡
以
外
も
い
く
つ

か
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、粕

屋
郡
須
恵
村
が
５
つ
で
す
。
鉱
区
番

号
、
位
置
、
四
十
年
中
出
炭
高
は
略

し
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、興
味
深
い
の
は
岩い

わ

谷や

松ま
つ

平へ
い（

１
８
４
９

—

１
９
２
０
）で
す
。

天
狗
煙
草
と
い
う
銘
柄
の
紙
巻
き
煙

草
の
製
造
・
販
売
で
成
功
し
た
人
物

で
す
。
岩
谷
松
平
が
長
礼
炭
鉱
を

経
営
し
て
い
た
こ
と
は
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
こ
れ
は『
須
恵
町
誌
』に
も

載
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、新
原
海
軍
採
炭
所
に
つ
い

て
詳
し
く
述
べ
た
と
こ
ろ
を
見
て
お

き
ま
す（
１
８
６
ペ
ー
ジ
以
下
）。

（
二
） 新
原
海
軍
採
炭
所

（
明
治
四
十
一
年
四
月
調
べ
）

▼
位
　
置

　
海
軍
採
炭
所
は
福
岡
県
筑
前
国
糟

屋
郡
須
恵
村
大
字
新
原
に
あ
り
。
汽

車
便
を
以
て
す
れ
ば
、九
州
鉄
道
本

線
香
椎
駅
に
て
博
多
湾
鉄
道
線
に

乗
り
換
へ
、
七
哩ま

い
る（

１
マ
イ
ル
は
約

１・６
キ
ロ
）に
し
て
新
原
駅
に
達
し
、

同
駅
よ
り
徒
歩
三
、四
分
間
に
し
て

本
庁
舎（
現
在
の
新
原
公
園
に
あ
り

ま
し
た
）に
達
す
。（
略
）

▼
炭
　
層

　
当
炭
山
鉱
区
内
に
存
在
す
る
炭

層
は
数あ

ま
た多

あ
る
も
、其
内
の
重
な
る

も
の
は
、ビ
リ
筋
炭
層
、二
重
炭
層
、

一
重
炭
層
、
三
重
炭
層
、
五
重
炭
層

に
し
て
、以
上
各
層
中
三
重
炭
及
び
、

五
重
炭
を
最
良
と
す
。
今
其
の
分
析

表
を
示
せ
ば
左
の
如
し
。

　
石
炭
分
析
表
　（
略
）

　
三
重
炭
層
は
平
均
厚
さ
約
四
尺
、

正
味
約
三
尺
三
寸（
三
坑
方
面
）、五

重
炭
層
は
平
均
厚
さ
約
四
尺
、正
味

約
三
尺
一
寸（
五
坑
方
面
）に
し
て
、

平
均
約
十
三
、四
度
の
傾
斜
を
為
し
、

其
の
走
向
は
東
南
よ
り
西
北
に
向

ふ
。
断
層
の
多
き
は
粕
屋
地
方
の
特

色
に
し
て
、本
鉱
区
内
亦
頗
る
多
数

の
断
層
あ
り
。
其
の
大
な
る
も
の
は

切
差（「
き
り
さ
」と
読
む
の
で
し
ょ

う
か
）百
尺
余
に
達
す
る
所
あ
り
と

云
ふ
。
爆
発
瓦
斯
の
存
在
も
、亦
本

炭
山
経
営
者
の
最
も
憂
ふ
る
処
に
し

て
、就な

か
ん
ず
く中

五
重
炭
層
は
三
重
炭
層
よ

り
多
量
な
り
。
坑
内
の
湧
水
は
比
較

的
小
量（
少
量
）に
し
て
、水
質
無
害
、

灌
漑
用
に
適
す
。

▼
採
掘
法
及
坑
口

　
本
炭
山
の
採
掘
法
は
主
と
し
て

長
壁
式
に
よ
る
も
、間ま

ま々

残
柱
式
を

混
用
す
。
坑
口
は
現
時
第
三
坑
、第

四
坑
、第
五
坑
の
三
斜
坑
あ
り
。
第

三
坑
は
桜
原
に
、第
四
坑
は
新
原
に
、

第
五
坑
は
志
免
に
鑿う

が

つ
。
而し

か

し
て
第

三
坑
は
明
治
廿
六
年（
１
８
９
３
年
）

に
、第
四
坑
は
同
卅
四
年（
１
９
０
１

年
）に
、
第
五
坑
は
同
卅
九
年

（
１
９
０
６
年
）九
月
に
開
坑
せ
し
も

の
な
り
。
第
三
坑
と
第
四
坑
と
は
、

其
の
坑
口
の
距
離
四
百
間
に
し
て
、

今
や
坑
内
相
通
ず
る
を
以
て
、坑
夫

出
入
の
人
道
坑
は
、
三
坑
・
四
坑
兼

用
と
し
、第
四
坑
構
内
に
設
け
し
も
、

揚
炭
、
排
水
、
通
気
の
設
備
は
個
々

独
立
の
装
置
と
せ
り
。
第
五
坑
は
第

四
坑
を
距さ

る
約
千
五
百
間（
二
哩
弱
）

の
所
に
あ
り
。各
坑
本ほ

ん

卸お
ろ
し

の
深
さ（
明

治
四
十
年〔
１
９
０
７
年
〕十
二
月
調

査
）は
左
の
如
し
。
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第
三
坑
　
　
三
百
七
十
間

　
　
第
四
坑
　
　
三
百
間

　
　
第
五
坑
　
　
九
十
五
間

（
略
）

▼
医
　
局

　
嘱
托
医
及
嘱
托
調
剤
手
を
置
き
、

公
務
負
傷
は
勿
論
、家
族
の
私
病
に

至
る
迄
一
切
施
療
す
る
こ
と
と
せ
り
。

▼
官
舎
及
納
屋

　
高
等
官
々
舎
四
戸
、判
任
官
々
舎

五
戸
、直
轄
鉱
夫
納
屋
十
一
棟
あ
り
。

外
に
採
掘
受
負
人
の
使
役
す
る
鉱
夫

納
屋
十
七
棟
。
此
戸
数
二
百
十
一
戸

あ
り
。（
鉱
夫
の
宿
舎
は
納な

屋や

と
呼
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

▼
共
済
会

　
一
般
共
済
の
目
的
を
以
て
、一
ヶ

月
掛
け
金
五
銭
宛ず

つ

と
し
て
、共
済
会

を
組
織
し
、尚
ほ
外
に
毎
月
廿
銭
宛

貯
金
せ
し
め
、内
半
額
は
据
置
貯
金
、

他
の
半
額
は
普
通
貯
金
と
し
て
事
務

所
に
保
管
せ
り
。

▼
酒
　
保

　
共
済
会
附
属
事
業
と
し
て
酒
保

（
軍
隊
内
の
売
店
を
酒し

ゅ

保ほ

と
言
い
ま

す
）を
設
置
し
、
低
価
を
以
て
日
用

品
の
分
配
を
司
ら
し
む
。（
民
業
炭
山

に
於
け
る
売う

り

勘か
ん

場ば

に
同
じ
）

▼
鉱
　
夫

　
第
三
坑
・
第
四
坑
に
於
け
る
事
業

中
、坑
道
の
開か

い

鑿さ
く

と
石
炭
採
掘
と
は
、

其
の
事
業
を
受
負
は
し
め
、其
の
余

の
事
業
は
一
切
直
轄
に
て
使
役
す
。

其
の
員
数
左
の
如
し
。

　
官
役
鉱
夫
　
四
百
六
十
人

　
受
負
鉱
夫
　
五
百
六
十
人

　（
略
）

● 

採
炭
所
に
於
け
る
現
時
の
重
な
る

役
員
は
左
の
如
し
。

　
所
長

　
海
軍
機
関
中
佐
　
鈴
木
富
三

　
主
計
長

　
海
軍
主
計
少
監
　
室
田
　
魁

　
軍
医
長
　
欠
員

　
技
術
管
理
者

　
海
軍
技
師
　
石
橋
政
信

　
第
五
坑
長

　
海
軍
技
手
　
萩
尾
善
次
郎

　
第
三
、四
坑
長

　
海
軍
技
手
　
鈴
木
　
茂

　
鉱
務
嘱
託
　
石
田
　
収

　
医
務
嘱
託
　
原
田
勝
郎

　
気
に
な
っ
た
の
は
医
務
嘱
託
の
原

田
勝
郎
で
す
。
大
字
須
恵
の
原
田
玄げ

ん

侃か
ん

医
師
の
関
係
者
で
し
ょ
う
か
。
正

確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、大
正
14

年（
１
９
２
５
年
）、医
事
時
論
社
発

行
の『
日
本
医
籍
録
』で
は「
原
田
勝

郎
　
明
治
九
年
八
月
十
六
日
生
　
須

恵
町
　
明
治
卅
三
年
長
崎
医
専
卒
」

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
須
恵
町
」

は
須
恵
村
の
間
違
い
で
す
。
長
崎
医

専
は
長
崎
医
学
専
門
学
校
、現
在
の

長
崎
大
学
医
学
部
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
も
う
一
人
、原
田
勝
郎

が
い
て
、こ
ち
ら
は
第
五
高
等
学
校

医
学
部（
第
五
高
等
学
校
は
現
在
の

熊
本
大
学
）卒
で
、
確
か
に
海
軍
採

炭
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
生
年
月
日
も
卒
業
年
次
も
先
の
原

田
勝
郎
と
全
く
同
じ
で
す
。

　
こ
れ
は
長
崎
医
学
校
が
第
五
高
等

学
校
医
学
部
と
改
称
の
後
、明
治
34

年（
１
９
０
１
年
）に
長
崎
医
学
専
門

学
校
へ
と
改
称
し
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
長
崎
医
学
専
門
学
校『
研
瑶
会

雑
誌
』59
号
に
よ
る
と
、
陸
軍
三
等

軍
医
と
し
て
日
露
戦
争
に
出
征
し
て

い
ま
す
。
■
は
医
籍
登
録
番
号
で
す
。

原
田
勝
郎
　
鳥
飼
六
本
松

内
産
婦
科
　
原
田
医
院
　
明
治
九
年

八
月
十
六
日
生
　
明
治
卅
三
年
五
高

医
学
部
卒
業
　
■
一
二
八
八
三
号

　
卒
後
一
年
志
願
入
営
、日
露
役
従

軍
後
、宗
像
郡
赤
間
町
ニ
三
年
間
開

業
、明
治
四
十
一
年
ヨ
リ
五
年
間
海

軍
採
炭
所
医
局
勤
務
、次
イ
デ
粕
屋

郡
須
恵
村
ニ
八
年
間
開
業
、大
正
九

年
六
月
現
地
開
業
、福
岡
高
等
学
校

医（
校
医
。
こ
の
学
校
は
六
本
松
に

あ
り
、後
に
九
州
大
学
教
養
部
と
な

る
）、趣
味
謡
曲
・
書
画
・
刀
剣
・
読
書

（
福
岡
県
、１
ペ
ー
ジ
）

　
写
真
❶
は『
日
本
炭
礦
誌
』１
８
７

ペ
ー
ジ
掲
載
の「
新
原
海
軍
採
炭
所

第
三
坑
積
込
場
」の
写
真
で
す
。
桜

原
の
第
三
坑
は
宇
美
町
と
の
境
界
付

近
に
あ
り
ま
し
た
。
本
文
の
説
明
を

読
む
と
、実
際
に
は
第
四
坑
の
設
備

で
は
な
い
か
、と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
写
真
で
は
右
端
の
線
路
が
香
椎
線

で
、第
三
坑
な
ら
ば
位
置
的
に
引
き

込
み
線
が
必
要
で
す
が
、
第
三
坑
・

第
四
坑
の
石
炭
は
直
接
、貨
車
に
積

み
込
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
説
明

を
読
ん
で
み
ま
す
。

▼
運
炭
並
に
撰
炭
装
置

　
第
三
坑
々
口
よ
り
捲
揚
機
械
に
由

て
曳
き
上
げ
ら
れ
し
石
炭
は
、三
坑・

四
坑
間
を
運
転
す
る「
エ
ン
ド
レ
ス
、

ワ
イ
ア
、ロ
ー
プ
」装
置（
動
く
歩
道

の
よ
う
に
石
炭
が
運
ば
れ
て
行
く
装

置
で
す
）に
由
り
、
四
坑
の
撰
炭
場

桟
橋
に
移
さ
れ
、茲こ

処こ

に
て
四
坑
の

如
き
、坑
口
よ
り
引
上
げ
ら
れ
し
石

炭
と
共
に
、桟
橋
下
な
る
万
斛（「
ま

ん
ご
く（
と
お
し
）」の
こ
と
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
ふ
る
い（
篩
い
）の
よ
う

な
役
割
を
し
ま
す
）の
上
に
落
下
し
、

撰
炭
婦
の
手
に
よ
り
て
撰
炭
さ
る
。

（
略
）

▼
積
出
し
装
置

　
第
四
坑
撰
炭
場
は
、西
戸
崎
に
通

ず
る
鉄
道
線
路
に
沿
へ
る
を
以
て
、

茲
に
て
撰
別
さ
れ
た
る
石
炭
は
、直

ち
に
其
の
石
垣
下
な
る
鉄
道
貨
車
内

に
投
入
さ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、第
三
坑
の
石
炭
は

エ
ン
ド
レ
ス
に
よ
っ
て
第
四
坑
へ

と
運
ば
れ
、撰
炭
場
で
石
炭
と
ボ
タ

を
分
離
し
、石
炭
だ
け
が
香
椎
線
に

沿
っ
た
第
四
坑
で
貨
車
に
積
み
込
ま

れ
る
仕
組
み
で
し
た
。
西
戸
崎
か
ら

は
船
に
積
み
込
ま
れ
て
各
軍
港
に
配

給
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
写
真
❷
は
新
原
公
園
に
あ
る
文
化

財
紹
介
パ
ネ
ル
で
す
。
公
園
内
に
は

第
三
坑
の
坑
口
枠
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

写真❶

写真❷
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